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Ƕ ǟ Ȉ ǲ 

 

 ラリグラス・ジャパンの 3つのパートナー団体、「マイティ・ネパール」(以下、マイティ)、「レスキュー・

ファンデーション」(以下、RF)、「NDWS」。2025年はこの 3団体にとって、飛躍の年となった。 

 「マイティ・ネパール」は、これまでどおりネパールからインドへの越境人身売買問題への取り組みも続け

ていくが、同時に国内の人身売買問題により積極的に取り組んでいく方針を固めた。 

 「レスキュー・ファンデーション」は、昨年に行った講演会が大きな契機となり、エカトラプロジェクトが

ますます活性化したという。また、今年 10月に 2回目の招聘事業を実施することになり、プロジェクト・メ

ンバーのモチベーションはさらに高まりを見せているとのことだ。 

 「NDWS」は、自らネパール政府にかけあって資金を調達し、数々のプロジェクトを成功させた。 

これらの団体の現状をお伝えするとともに、8月 18(月)～26日(火)に実施したスタディツアーの様子につい

てもご報告する。 

 

 

ラリグラス・ジャパン 
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᷂Ḹף 

マイティ・ネパール 
 

ǀ2024 ₴ 10 ǒȐ 2025 ₴ 4 ǁ 

 

■11月 20日「世界子どもの日」、11月 25日「女性

に対する暴力撤廃の国際デー」、12月 1日「世界エ

イズデー」、12月 2日「奴隷制度廃止国際デー」、

12月 10日「世界人権デー」等、毎年 11月から 12

月にかけて、人身売買問題に関連する記念日や国際

デーが続き、世界各地でキャンペーンやイベントが

催される。マイティも団体設立当初から、毎年様々

なキャンペーンを行ってきた。 

2024年 12月は、「ジェンダーに基づく暴力に反

対する 16日間の活動」とのタイトルのもと、「人身

売買問題」「ジェンダー差別による暴力」「早期結

婚の問題」などをテーマに、ワークショップ、コミ

ュニティでの対話、アドボカシー活動を実施した。 

 

 

ȶȥɱȾɶ⁪ѩǲȏȒᵂ șǑ ᾱǮ  

 

■例えば「世界エイズデー」の前夜には、マイティ

近くのガウシャラ交差点でキャンドル・セレモニー

を行い、HIV/AIDSによって失われた命を悼んだ。「世

界エイズデー」当日は、アヌラダさんはじめスタッ

フ、テレサ・アカデミーの子どもたちがホスピスを

訪問。HIV/AIDS、結核、肝炎などの病気と闘う 28人

の女性たちのために、子どもたちがダンスを披露す

るなどして元気づけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ȫɡɱɇɩɵȹɪɠɉɶǵ ἧ 

 

 

Ƽʫ ȦȢȸɅɶƽ► ǶƲɄɪȳɵȠȩɅɝɶǵἧǰȉ

ǦǨǓəȷɒȷș ᵂǞȾɱȷș  

 

■「国際障害者デー」では、障がいを抱えながらも

マイティのスタッフとして力を尽くす 3人を表彰し

た。マイティは、SDGsの原則である誰一人取り残さ

ないこと、そして一人一人が価値を認められ、機会

を与えられていると感じられる環境づくりに今後も

取り組んでいくとのことである。 
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ɆɪɶɉɱȮʹ˓ǵӰ ╛ 

 

◘ǵ ἧ 

 

■12月 18日、東ネパールにあるイタハリ・プリベ

ンション・キャンプでは、6 ヶ月間の技能トレーニ

ング・プログラムを修了した第 37 期研修生の卒業

式が催された。このイベントでは、美容技術と縫製

技術のトレーニング・プログラム参加者に修了証が

手渡され、縫製技術の上級トレーニング修了者には

ミシンが贈呈された。イタハリ副市長のサンゲータ・

チャウダリー氏を主賓に迎え、卒業生への祝辞が述

べられた。 

 

■マイティは 1993年の設立時より、性的搾取の危

険にさらされている子どもや女性の救出、保護、社

会復帰のための活動に専心してきた。その結果、こ

れまでの 31年間で、国境で 6万 5千人以上の女性

の危機を阻止し、4万 5千人以上の人身売買サバイ

バーにリハビリテーション・サービスを提供し、2万

件以上の家庭内暴力のケースを調停してきた。 

こうした長年にわたる功績が認められ、第 21 回

ウペンドラ・ナート・ブラフマ人道の兵士賞 2024を

アヌラダさんが受賞し、12月 22日、アッサム州コ

クラジャールにて表彰式が行われた。この賞は、北

東インドとネパールに住むボド族のコミュニティか

ら贈られる民間人最高の賞であり、ネパールの個人

に贈られるのは初めてとのことだ。当日は、インド・

アッサム州のウルカオ・グワラ・ブラフマ閣僚をは

じめとする要人らも参列し、搾取とジェンダー不平

等に対するマイティの闘いをさらに鼓舞するものと

なったとのことである。 

 

 
Ƽ 21 ᶥ ȤɘɱɇɧɵɈɶɆɵɔɧɓɜ ˲ ǵГṲ  

2024 ƽǵ ╛ 
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■文武両道を目指すテレサ・アカデミー。12 月 21

日に開催された GEMSスクール主催のサンダーボル

トカップ・テコンドー大会で、金メダル 1個、銀メ

ダル 1個、銅メダル 2個を獲得し、2023年大会の 3

位入賞を上回る成績を収めた。 

 

ɟȾɩș ♬ǞǦɄɪȳɵȠȩɅɝɶǵặǵἧǦǨ 

 

■4月 2日、日本のプロマジシャン SORAさんがマイ

ティを訪問し、女性や子どもたちにマジックショー

を披露してくださった。国内外において数々の受賞

歴があり、イギリスやドイツ、台湾など海外のテレ

ビ番組にも出演されて話題となった方だ。 

本格的なマジックを間近で目にするのは女性や子

どもたちはもとより、スタッフにとっても初めての

こと。その華麗なテクニックにみんな終始驚きっぱ

なし。大盛り上がりのひとときとなった。 

子どもたちにすばらしい機会を提供してくださっ

た SORAさん、ありがとうございました。 

 

 

ȋǒǱɜȶɁȭș ǞǭǖǧǜǪǦ SORA ǜȚ 

 

 

ɜȢɄȡǵặǵἧș⁵ǔ ȚǮǵɜȶɁȭ 

 

 

ʥד Ǳʫ ǲȆȚǱǵ Ǔ ̂ǘ 

 

■1993年より精力的な活動を続けてきたマイティ。

今や「マイティ・ネパール」あるいは「アヌラダ・

コイララ」の名を知らないネパール人はいないとい

っても過言ではない。大学生の間でも国内でもっと

も有名な NGOのひとつとされており、福祉を専攻す

る学生が勉強を兼ねてボランティアにやってくるケ

ースも増えてきているという。 

4 月の訪問時は女子大学生がボランティアをして

いた。テレサ・アカデミーの幼児クラス～小学校低

学年クラスの子どもたちの手に絵具を塗り、手形を

取っていた。初めての体験をみんなとても楽しんで

いた。 

テレサ・アカデミーの子どもたちは、大半の時間

を同じ敷地内にある寮と学校の中だけで過ごす。こ

うした外部社会とのつながりは非常に有益なもので

あるとして、今後も地域の学生ボランティアを受け

入れていきたいとのことである。 
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ɭȭɭȭǞǱǓȐ ș♅ǫἧǰȉǦǨ 

 

■4 月の訪問時は、ヘタウダ・プリベンション・キ

ャンプの新しいクラスがほんの 1週間前にスタート

したところだった。家庭の事情で到着が遅れている

女の子もいるらしく、全員が揃うのは数日後とのこ

と。まだ制服も提供されていない状況だったが、み

んな勉強の機会を得られてとても張り切っている様

子。話を聞いたところ、全員が同じ村のキャンプの

卒業生から、「将来のため行くべき」と勧められて

やってきたという。「縫製技術をマスターして自分

の店を開きたい」と夢を語ってくれた。 

 

ǒȐѮ ǞǦǷǒȑǵ ♪ǦǨ 

 

■縫製技術トレーニングに加え、ヘタウダで営業す

る人気の美容室の協力を得て、この春から美容技術

トレーニングも始まった。ヘアケアとメヘンディの

トレーニングを行っていたが、これからオイルマッ

サージやメイク技術のトレーニングも行われる予定

とのことだ。 

メヘンディとは、ヘナという植物の自然染色で手

足にペイントを行う伝統的な生活文化。結婚式やお

祭りの際、女性たちが施すものだ。美容技術も縫製

技術と同様に、マスターすれば確実に収入につなが

る。今後も地域の美容室の協力を得て、トレーニン

グを継続する計画とのことである。 

 

ὦ ɆɪɶɉɱȮș֞ǘȒặǵἧǦǨ 

 

ǀ2025 ₴ 5 ǒȐ 9 ǁ 

ƸɜȢɄȡ ƹ 

■スタディツアー2 日目、マイティ本部を訪問した

ところ、暴力沙汰で保護されたばかりの未成年の女

の子 5人と居合わせた。とある女性とケンカになり、

5 人がかりで女性の髪を引っ張ったり、石で殴りか

かったりと、かなり激しい暴力を振るったらしい。

騒ぎが大きくなったところで警官が駆けつけ、マイ

ティに連れてこられたという。未成年であることと、

売春をしていたことがマイティに保護を求められた

理由だ。 

 アヌラダさんの計らいで、女の子たちと面会させ

てもらった。聞けば全員 8年生とのこと。滞ること

なく小学校に上がっていれば 14～15 歳ぐらいだ。

そんなまだ幼いともいえる女の子たちが、「ダンス

クラブ」といわれる夜の店で働いていたという。交

渉すれば店外に連れ出し、「ロッジ」といわれる簡

易宿泊所で性サービスを受けることも可能だ。聞け

ば、暴行の被害に遭った女性は、ダンスクラブに出

入りしていたインド人男性の妻で、浮気を疑って店

にやってきたところ、女の子たちを巻き込んでのケ

ンカに発展したという。 

家族について話を聞くと、どの女の子も家庭環境

がよくない様子だった。5 人の出身地は皆バラバラ

だったが、同じ店で働くことになったのは、各々リ
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ART ǵ ǵ 1 ǫǯǜȓȒɜȢɄȡ ǵ

᷂КǮ ᵣǜȓȒȭɨɉɁȭ 

クルーターの「いい仕事があるよ」などの甘言に誘

われてのことと推察される。昨今、増えてきている

ケースだ。 

今回も女性や子どもたちに、恒例のお菓子詰め合

わせをプレゼントすることになっていた。そのパッ

キング作業をこの 5人の女の子たちに手伝ってもら

った。指示に従い、一生懸命、作業を進めるその横

顔にはあどけなさが残る。おそらく、夜の店で働く

ようになって、まださほど時間は経っていないと思

われる。親の保護の下、再び学校にも通い、夜の世

界とは無縁の暮らしに戻ってくれればと願うが、果

たしてその通りに事が運ぶかどうかは疑わしい。こ

うした世界に引っ張られる女の子たちの家庭環境は、

その大半がよいとはいえない。貧しく、生きていく

のが精一杯なため、子どもへの関心が希薄な親。ス

トレスを酒で紛らわし、酔った勢いで妻や子に暴力

を振るう父親。子をかばうこともできず、傍観者と

なるしかすべがない弱い立場の母親。そんな家庭の

女の子が誘惑されてしまうのだ。 

 

Ǒ ἧǵɏɁȫɱȮ̸ ǯ ⁹șƲǚǵ 5 ˲ǵặǵἧǦǨ

ǲ ̟ǪǭȉȐǪǦ 

 

■国内性産業に引っ張られるのは、未成年だけでは

ない。マッサージパーラーで働いていた写真の成人

5 人は、性的なサービスを提供したとの理由で警察

に摘発された。踏み込まれた時、皆が全裸だったた

め、「単にマッサージをしていただけ」との言い訳

は通じず、マイティに連れてこられたという。 

売春をすることになった理由を「病気の母親の治

療費を稼ぐため」と答えた 23歳。「2人の子どもを

育てるため」と答えた 27歳のシングルマザー。皆が

生活苦から売春に手を染めたと答える。 

ネパールの経済状況は深刻だ。今日の糧にも困る

人たちが大勢いる。親に頼れるだけの力量がなく、

十分な教育を受ける機会もなかった女性が生きてい

く手段として、売春を選択するのもやむを得ないの

かもしれない。 

 こうした女の子や女性たちの保護件数は増加の一

途をたどっている。その多くが、言葉巧みに騙され、

性風俗に誘導されることになった女の子や女性たち

であるため、マイティは全土的な啓発活動にさらな

る力を注いでいくとのことである。 

ɜɁȳɶȶɏɶɧɶǮϐǋǭǋǦặרǦǨ 

 

■マイティの敷地内にあるクリニックは ART（抗レ

トロウィルス療法）治療の拠点とされている。現在

37人の患者のケアを行っているが、ホスピス最年少

のプラプティちゃん(9 歳)が、ART治療を受けてい

る最年少患者でもある。「希望の先駆けプロジェク

ト」という名で ART治療を始めたころは手探りの状

態で、病状悪化を食い止めることができず、亡くな

ってしまった女性たちもいた。悔やまれることも多

かったが、現在、マイティが保護する患者の健康状

態は安定しており、ART治療はうまくいっていると

いえる。 
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ƸǑ ἧ ȈֻȖǢɕɪȺɱɆƹ 

■1998年から継続しているお菓子詰め合わせプレ

ゼント。今回もマイティの女の子たちの手を借りて、

350セットをパッキングした。 

 

 

 

Ǒ ἧș ȒɂȠɶɟɱɎɶ 

 

お菓子の購入費としてご協力くださった皆さまに、

深くお礼申し上げます。 

2024年 10月～2025年 9月にご寄付くださった方々 

               （敬称略） 

伊藤芳樹  上田朋子 上野祥子  宇田川江美 

大河内朱理 岡部陵佳 笠井育子  笠中美智子 

加藤光子  國森佳子 久保田節子 小林のぶ江 

櫻井るり香 白戸二花 杉山弘子  関智美  

瀧口修薫  滝沢瑠美 堤田芳和  土居裕見子 

松山眞理  三橋久子 平井英津子 松永一夫 

丸山竹士郎 向井伸夫 武藤禎   山口益美 

吉河万帆  吉田茂      

                計 181,000円 

 

 

 

 

 

Ƹ ЕɕɪȺɱɆƹ 

■文房具の購入費としてご協力くださった皆さまに、

深くお礼申し上げます。 

 

2024年 10月～2025年 9月にご寄付くださった方々 

                  （敬称略） 

上田朋子 土居裕見子 野口恵里花 松永一夫  

吉田茂 

                計 19,000円 

 

Ƹəȷɒȷƹ 

■毎年 8月のスタディツアーの際に行っている恒例

のピクニック。外出の機会がほとんどないホスピス

の女性や子どもたちに、楽しいひとときを過ごして

もらいたい。スタディツアーの参加者に、女性や子

どもたちとともに楽しむことで、彼女たちを元気づ

けてもらいたい。そんな想いから企画したピクニッ

クも今年で始めてから 20年近くになる。 

その間、ホスピスを退所し、自活している女性や

子どもたちも少なくない。ピクニックの際にはそう

したメンバーにも声をかけ、それぞれの近況を教え

合ったりするのも貴重な機会となっている。とくに、

幼い頃に保護された子どもたちにとって、ホスピス

は実家のようなものであり、女性やほかの子どもた

ちは家族のようなものなのである。 

 しかし、今年のピクニックを実施するにあたり、

問題が起こった。ホスピスの近くには古い寺院があ

るのだが、そのお祭りが予定していたピクニック実

施日とバッティングしてしまった。その日は公休日

の土曜日で、多くの人が参拝に訪れるため、車両乗

り入れ禁止となってしまったのである。 

 10年以上前にも同様のことがあったが、スタッフ

が迎えに行き、車が通れるところまで女性たちを連

れてきてくれた。しかし、現在のホスピスのメンバ

ーの中には、しっかり歩けない人や、環境によって

パニック症状を起こす人も。人混みの中を大勢で 30

分ほどかけて歩くのは危険と判断し、土曜日から翌

日曜日へ、リスケジュールすることに。となると、

子どもたちは学校があるため参加できない。よって、

今回は外にでかけるのではなく、ホスピスの敷地内

でピクニックもどきを行うことにした。 

ケータリングサービスを依頼して、ご馳走を用意。

ダンスで盛り上がる。雨期にあっても濡れる心配は

ない。なにより、これまでのように外に出かけるス

タイルだと、病状の重いメンバーは参加できなかっ

た。そのケアをするため、ナースや寮母さんも参加

できなかったのだが、今回は全員参加が叶ったので

ある。 
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■外の空気を吸わせてあげられなかったのは残念で

はあるが、その代わりにすばらしいマジックショー

を披露することができた。ツアーメンバーの金坂さ

んが、プロ並みのカードマジックのテクニックを備

えていたのである。 

同じくツアーメンバーの大野国さんと長谷川が前

座として、明らかにタネがあり、気を抜けばバレて

しまうマジックを披露した後、真打の金坂さんが鮮

やかな手技を披露する。タネがないため、どれほど

突っ込まれてもうろたえる必要なし。かくして我々

一団は、カトマンズのホテルスタッフ、マイティ本

部のスタッフ、ヘタウダのホテルスタッフ、NDWSの

子どもや父兄、スタッフを相手に、計 6回のマジッ

クショーを披露し、拍手喝采をいただいたのであっ

た。金坂さん、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

Ẏ ǵǍǨǲ ȖǪǦɜȶɁȭȵɥɶ 

 

 

ǚȓȅǮ֓қǮǔǱǒǪǦɟɱɎɶȋɈɶȷǓȉǪǯȉ

ǞǤǍǧǪǦ 

 

 

 

ȋǶȑ˹₴ȉї ǞǭǞȅǪǦɝɂȱǯɧȶɡἧ  

 

 

əȷɒȷǵ ǜȚǲ ǞǋȭɩȽșɕɪȺɱɆǞǦƳ Ƶ

ǱɅȴȢɱǵȭɩȽș ǞƲẺȆǵʝ ș ȚǮȉȐǍ

ǚǯǲƳȋǶȑƲ ǵ ǯǜȓȒ șḨ ǯǞǦ ᷂Ǔ

˲ ș ȈǦ 
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ƸɖȽȤȾɵɕɨɗɱȵɥɱɵȫɡɱɕƹ 

 

■キャンプの責任者・マヤさんによれば、コロナ禍

以降、性犯罪が増加の一途をたどっているとのこと。

加えて、加害者の低年齢化がみられるという。 

最近のレイプケースでは、被害者が 17歳、2人の

加害者はわずか 13歳の少年だったという。 

アジア最貧国のひとつとされるネパールだが、ス

マホ本体、通信料ともに安価であるため、絶対的な

貧困層でなければスマホを持つことは可能だ。よっ

て、日本同様、ネパールの子どもたちにとっても、

インターネットは日常の一部となっている。昨今、

それが新たな問題を引き起こす要因となっているの

だ。 

インターネット上には、子どもにとって有害なコ

ンテンツも少なくない。よって、親をはじめとする

周りの大人は、子どもがどのようなサイトを見てい

るのかを把握し、フィルタリングソフトやペアレン

タルコントロールを活用してアクセス制限をかける

などの対応をすべきだ。しかし、ネパールの親の大

半がこうした知識を備えていないため、子どもたち

はどんなサイトも見放題といえる環境にある。 

インターネット上の不適切なコンテンツは、子ど

もの精神的成長に悪影響を与える可能性があるとい

われている。とくに性に関する情報は、誤解や偏っ

た認識を持ってしまいかねない。今回のレイプケー

スも、ポルノ映像を観た子どもたちが、性に関する

偏った認識をもとに、好奇心から引き起こした事件

であろうとのこと。子どもがインターネットを安全

に、かつ健全に利用できるようにするための教育が

必要とされている。 

 

■縫製技術に加え、この春から始まった美容技術の

トレーニング。今回の訪問時は第 1回目クラスが修

了し、2 回目に入る前のインターバルだったため、

トレーニングの様子を見学することはできなかった。 

しかし、今回も実施する恒例のピクニックに参加

するため、美容技術トレーニングを受けていた女の

子たちもキャンプに集まっており、再会を果たす。

しかも、学んだ技術を駆使し、今期のキャンプの生

徒たちに、ヘアカットと眉毛のトリミングを施して

あげる様子を見ることができた。 

 

˹ ǵ ♪ǯѼ ǵ ♪Ǔ ֻ 

 

 

ɖȠȩɁɆǵ ἧ 

 

 

ǵɆɨɝɱȮǶ ș̓Ǫǭ Ǎ 

 

■前期の卒業生にも声をかけ、恒例のピクニックを

実施。いつものリゾート公園に出向き、ご馳走とダ

ンス、アトラクションで楽しんだ。 

 卒業生から、トレーニング終了後の生活について

聞き取ることも、彼女たちをピクニックに招く理由

の１つだ。今回は縫製技術トレーニングを受けた女

の子が 7人参加してくれたのだが、そのうちの 1人
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がお姉さんと一緒に仕立屋を開業。１人は街の仕立

て屋に就職し、残る 5人もそれぞれ村の仕立屋で働

いているという。 

 こうした話は後輩のモチベーション向上につなが

る。先輩の話を聞いて、自分も店を持ちたいとの声

が多く聞かれた。 

 

 

ȠɆɧȭȵɥɱǮẎ Ǖ 

 

 

ǞǋȠɆɧȭȵɥɱǓṔ ǜȓǭǋǦ 

 

 

ặǵἧǦǨǵȾɱȷǓ├Ƶ ǖ 

 

ɂȠɶɟɱɎɶǲȏȒɜȶɁȭȵɥɶƳ ᷇ǜȚǵ ȋǒ

ǱȩɶɇɜȶɁȭǲẎ ṶǓʣǓȒ 

 

 

ɝɂȱǜȚȉɜȶɁȭș  

 

■マイティに保護された女性や少女たちに提供され

る縫製技術やビーズアクセサリー作り、バッグ作り

等の職業訓練。これらにかかる費用としてご支援く

ださった皆さま、テーラー開業支援にご協力くださ

った皆さまに感謝申し上げます。 

2024年 10月～2025年 9月にご寄付くださった方々 

                  （敬称略） 

阿守優美  伊藤芳樹  上野祥子  遠藤織枝 

岡部陵佳  川村三郎  國森佳子  小林のぶ江 

櫻井るり香 瀧本ひろみ 堤田芳和  丸山竹士郎 

三橋久子  武藤禎   渡辺美里 

                計 104,000円 
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ҹ șᾴǘǲǔǦ᷂ḢǵἧǰȉǦǨ 

レスキュー・ファンデーション 
 

ǀ2024 ₴ 10 ǒȐ 2025 ₴ 4 ǁ 

 

■ムンバイに本部を置く RF。デリーにも古くから

G.B.ロードという名だたる売春街があるため、中心

部から車で 1時間余りの地にデリー事務所と保護施

設を運営している。G.B.ロードから強制売春を強い

られている人身売買被害者を救出し、エカトラプロ

ジェクトをはじめとする一般社会に帰すためのリハ

ビリを行っているのだ。 

 しかしここ数年、デリーにおける売春宿からの救

出活動がさらに困難になってきていた。最古参の内

偵員であり、数々の救出ミッションを成功させてき

たサントシュさんが、私事都合により、RFを退職し

たためだ。以来、救出ミッションは、ムンバイから

トリベニさんや内偵員が出張する形で担ってきたの

だが、このスタイルは、時間的にもコスト的にもロ

スが大きい。なにより、距離的にすぐに動くことが

できない点がネックとなっていた。 

そこで、救出活動をサポートしてくれる同志を探

したところ、デリーに拠点を置く「ミッション・ム

クティ・ファンデーション」(以下 MMF)という NGO

と協働することになった。小さな組織ではあるが、

メンバーには元軍人や元警察官などもおり、屈強な

男性が中心とのことである。 

 

■そんな MMFともに、11月 5日、デリーの売春宿か

らジャールカンド州出身のマイナー5 人を救出した。

また、12月 22日には、楽団のクローゼットから 300

人以上のマイナーを救い出した。「楽団の踊り子とし

て働かないか？」との口実で人身売買され、強制売

春を強いられることになった女の子たちだ。ヌード

ダンサーとして踊らされ、指名された客を相手に性

的サービスを提供するという仕組である。女の子た

ちの 90%以上が未成年であり、大半がベンガル、ジ

ャークハンド、ネパールの出身者とのことである。 

12月 10日にも MMFと合同チームを作り、大掛か

りな救出ミッションを成功させる。2025年が明けて

すぐには、41人ものマイナーを救出した。今やデリ

ーにおける救出活動において、MMFは必要不可欠な

存在となった。MMFにとっても、法務やカウンセリ

ング技術の専門スタッフを備える RFは非常に有益

な存在であり、今後もパートナー団体として協働し

ていくとのことである。 

 

 

30 ˲ǵặǵἧǦǨǓ їǜȓǦɝɁȵɥɱ 

 

■1月 11日はインドにおける人身売買啓発デー。こ

の日、ムンバイ本部は地域の親子連れの訪問を受け

たという。RFを支援するため、子どもたちが自主的

に募金を集め、それを届けてくれたというのだ。 

人身売買問題を自分の暮らしとはまったく関係

のない他人事として素通りするのではなく、自分の

国の深刻な社会問題として考える――。最近、教育

の現場でこのような動きが見られつつあるらしい。

まだまだインド全土的な潮流とはいえないが、スタ

ッフ一同、とても励まされたとのことである。 
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■2021年 9 月にスタートしたエカトラプロジェク

ト。リーダーやトレーナーの数も増え、活発な活動

が続けられている。 

昨年 6月、代表のトリベニさんはじめ、エカトラ

のスーパーバイザーとトレーナーを招聘し、講演会

を行った。2 人は帰国後、ムンバイのボリヴァリと

ボイサル、プネー、デリー等 4か所のシェルターホ

ームを回り、日本滞在中に撮ったたくさんの写真を

プロジェクターで紹介しながら、体験発表を行った

そうだ。それが 2人にさらなる自信をつけ、以前に

も増してリーダーシップを発揮するようになったと

いう。また、話を聞いた女の子たちもモチベートさ

れ、アシスタントやリーダーの立候補者が増えたそ

うだ。今回訪問時も、エカトラメンバーの活気がひ

しひしと伝わってきたのだが、そうした中に問題点

も見えてきたという。それは、シェルターホームの

所在地によって、手工芸品の出来に格差が生じてい

るという点だ。 

 

■大都市ムンバイには、プロジェクトをサポートし

てくれる有志の企業が数多くある。例えば、布製小

物ショップがエカトラのトレーナーに製作技術を教

え、市場に出しても問題なければ発注してくれるこ

ともあるらしい。しかし、デリーのシェルターホー

ムは街の中心部から車で 1時間以上かかる自然豊か

な集落にある。ムンバイのような外部の協力者を得

るのはなかなか難しいようだ。 

エカトラは基本的にメンバーの自主創造によっ

て進められている。スーパーバイザーを中心に、市

場やインターネットで見つけたデザインを参考に商

品を開発し、制作上でわからないことはネットで調

べているそうだが、専門家から直接教わるには程遠

く、マーケットに並べられるだけの作品とはならな

いのだ。 

 

■エカトラの活動を支えるため、ラリグラスはこの

プロジェクト・スタッフの給与をサポートしている。

その原資として昨年度、草の根市民基金・ぐらん様

より助成金をいただいたのだが、今年度も継続して

助成金を賜ることが決定した。前述の問題点を改善

しつつ、プロジェクトがさらに飛躍するようサポー

トしていく所存である。 

 

ǵɆɪɶɉɱȮ 

 

 

ȱɱɒɣɶȽɶɆɪɶɉɱȮ 
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ǀ202 ₴ 5 ǒȐ 9 ǁ 

 

■ヒマラヤ山脈の麓に位置し、ヨガの聖地として知

られる街リシュケシュ。毎年 5月、RFに保護される

すべての女の子たちがこの地でキャンプを行う。エ

カトラプロジェクトでも日課とされるヨガに取り組

み、心身の健康を高めることが目的のプログラムだ。 

実施にかかる費用は、毎年、国内の企業や有志が

支援してくれるのだが、物価高騰の折、なかなか目

標額に到達せず、一時は中止も考えたようだが、あ

ちこちに支援を呼びかけ、なんとか敢行できたとの

ことである。 

 
RF Ǔὕ ǠȒ Ẏ ǵɨɍɑɨɕɫȮɧɞ 

 

■ますます活発化しているエカトラプロジェクト。

7 月はムンバイ、デリー、プネーのホームの主要メ

ンバーが集合し、サマーキャンプを行った。講師を

招き、手工芸技術の向上を図るプログラムはじめ、

ゲームなどのレクリエーションの時間も設けられ、

とても充実したひとときを過ごしたとのことだ。 

 

 
ǶϮ ǱɟɱɎɶș ◘ǞǦ 

 

■売春宿側の警戒や、悪徳警察官による妨害工作に

よって、年々、難しくなっている救出活動。それで

も救出チームは諦めることなく果敢にミッションに

挑んでいる。8月にはムンバイにて 8回もの救出作

戦を実行し、以下の成功を収めた。 

 

第 1回作戦 -  少女 9名を救出 

第 2回作戦 -  少女 1名を救出 

第 3回作戦 -  少女 9名を救出  

第 4回作戦 -  少女 10名を救出 

第 5回作戦 -  少女 5名を救出 

第 6回作戦 -  少女 4名を救出 

第 7回作戦 -  少女 3名を救出 

第 8回作戦 -  少女 2名を救出  

 

デリーでの活動も活発に行っている。8 月初旬、

RFは、デリーに拠点を置く NGO「ミッション・ムク

ティ」はじめ、地元警察と連携し、人身売買被害に

遭った未成年少女 34名と成人女性 9 名の救出に成

功した。 
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ɅɨɶǮ ǪǦẎ Ǳ ї Ҳ 

 

 

■インド国内の NGOの活動を称える賞「WORK NGO'S 

38th Foundation Day」にて、RFのこれまでの活動

が評価され、表彰された。 

 

 
◘╛ǵ ἧ 

 

 

■2024年 10月～2025年 9月までに、次の方々より

エカトラプロジェクトへご協力いただき、合計

153,000 円を募ることができました。この場をお借

りしてお礼申し上げます。 

遠藤織枝  加藤光子  國森佳子  小林のぶ江  

堤田芳和  永谷恭子  野口恵里花  松永一夫  

武藤禎              （敬称略） 

                計 153,000円 

 

また、エカトラプロジェクトに対し、引き続き助

成いただける草の根市民基金「ぐらん」様にも深く

お礼を申し上げたい。 
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ネパール障がい者女性協会（NDWS） 
 

₄NDWS─ ₅ 

ネパール障がい者女性協会（Nepal Disabled 

Women Society：以下 NDWS）は、1994年、障がいを

もつ女性たちが中心となって立ち上げた組織で、カ

トマンズ盆地内にあるラリトプール市ゴダワリ地域

で、地域の障がい者・児のために精力的に活動して

いる。NDWSの主な活動は以下の通りである。 

 

1 Ѓ ͪ ᾍ ʹ

̝ ὕ  

2 CBR ᷂ḢʴⱲḌ

ὕ  

3 Њ Ḍ ρʴ  

 

 

前回のレポートにて、デイケアセンターを閉所し、

入所施設型サービスの提供に向けて準備中とお伝え

した。既存の建物の増築・改修工事は完了した。現

在、NDWSが位置するバグマティ州政府の支援を受け、

既存の建物の隣にリハビリテーションセンターを建

設している。リハビリテーションセンターでは、近

隣の障がい児・者に対する理学療法等を提供できる

ようになる。既存の建物と 2階部分で連結し、入所

中の当事者も理学療法を受ける予定である。建物が

完成した場合、12人を受け入れることができるそう

だ。 

入所施設への参加希望者との面談も進められて

いる。入所施設開所の情報を聞きつけ、地方から来

た面談者もいたとのこと。NDWSは、障がい児・者が

必要な支援を受けながら、できるだけ家庭で過ごし

てもらいたいが、やむを得ず家庭での生活が難しい

場合に入所施設を活用してもらうことで、家族の負

担を減らしたいと考えており、入所希望者の選定に

は細心の注意を払っている。特に両親がおらず祖母

が面倒を見ている家庭や、家庭の経済状況がひっ迫

しており生活を送ることが厳しい家庭等を優先して、

まずは短期で入所することを検討中である。 

 

Њ ₁ ǯǵ  

 

 

┴ ʴǵɨɍɑɨɄɶȵɥɱȹɱȽɶ 

 

 

₄ ≤─ ₅ 

ゴダワリ地区の地方行政機関と協力し、NDWSは障

がい者手帳の発行業務を行っている。2025年 5月に

は、行政関係者による家庭訪問が行われ、NDWSが訪

問先との調整等を行った。地区のヘルスワーカーや

手帳発行を担当する行政官などが同行した。NDWSは

重度重複障がい児・者の生活について知ってもらい

たいと考え、訪問先として 1日の大半をベッドで過

ごす脳性まひの男性の家庭を選んだ。老齢の母親が

男性の世話をしており、抱き上げることも難しいた

め、ベッドから動かすことができない。この男性は

最重度の認定を受けているが、参加した行政関係者

は、母親から行政サービスに関する希望等を聞き取

り、今後のサービス改善に活かしていきたいと語っ

ていたそうだ。 
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ὤ↨ ᵂǵ ἧƳֳζǓ֓қǞǦ ͜ Ƴ 

 

 

₄ ╩ ⇔√ ₅ 

フィンランドの ABILIS という団体の支援を受け

て畑を整備し、ゴダワリ地区に住む障がい当事者や

その家族等、20家庭を対象に財政自立支援を行って

いる。低農薬のトマトやきゅうりの栽培に取り組ん

でおり、この夏に収穫できたそうだ。空中栽培を採

用しており、人間の背丈より高い支柱を設置しアー

チ状にすることで、上でトマトを、下で葉物野菜を

栽培し、限られたスペースを有効活用している。収

穫した野菜は近場の野菜市場や日用品を販売してい

る店に持っていき、販売業者に買い取ってもらって

いるそうだ。 

 収益は参加している家庭で分け合っており、次の

作物の植え付けもその収益から準備することができ

ている。 

 

 
ɆɜɆǵ֛ ƳʤǲǶ Ǔ֛ ș ǏǭǋȒƳ 

 

 

 

 

₄ ≠ↄ╡─꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ₅ 

昨年に続き、今年も NDWSが支援する家庭を対象

とした掃除用洗剤づくりのワークショップを 3月

に開催した。トイレ用洗剤、窓ガラスや床を掃除で

きる洗剤、液体石鹸の作り方を教え、洗剤づくりに

必要なバケツ等も NDWSから提供した。ネパールで

も、スーパーマーケット等で家庭の掃除に使える洗

剤が販売されているが、輸入品も多く高価である。

パッケージはシンプルではあるが、国内で製造した

洗剤は安価で購入できるため消費者からのニーズも

高いという。参加した女性は、子どもが障がい児で

あるために外に働きに出たり畑仕事をすることが難

しく、子どもに目が届く範囲で収益が得られるよう

な仕事を探していたという。洗剤づくりであれば、

薬品の使用・保管に留意すれば庭先で作ることがで

きるため、今後継続して作っていきたいということ

だった。 

 

 
ʹǮὕ ǲ ҃ǬǖȑșǠȒͪ ǦǨ 
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ȢɗɱɆɵǤǵ̀ǵ Ҳ 2024 ₴10 2025 ₴9  

 

 

飯田橋の東京ボランティア・市民活動センターに

て、2024年 11月 17日（日）に「ラリグラス・ジ

ャパン 2024リポート」の印刷・発送作業を、2025

年 4月 27日(日)、7月 27日（日）にニュースレタ

ー発送作業を行った。ご協力いただいた皆さまのお

かげで、無事に発送することができた。 

 

ừ ─ √∟≤≈⌂⅜╢ ₐⱨ▼▪⌂

┼─ ₑ 

 5月 15日(木)～30日(金)、練馬区にある珈琲挽

売専門店ビーンズアクトにて、ラオス・東ティモー

ル・ネパール・インド・モンゴル・フィリピンの女

性たちとつながる手仕事展が開催された。小物雑貨

や布製品などから、作り手の女性たちの声や想いに

耳を傾けていただきたいというコンセプトで開かれ

た展示会で、当会を含めた 5団体が出展した。当

会はマイティ・ネパールのホスピスで作られたフェ

アトレード商品や、レスキュー・ファンデーション

のエカトラ商品を出品。ビーズネックレスやシルク

糸のコースターが人気だった。 

 

 
ȠȶȠǵặרǦǨǵ Ǳ̸ᴜǓʱǽ 

 

 

ừ◓꜡כⱣꜟⱨ▼☻♃ JAPAN2025 

9月 27日（土）、28日（日）に開催された日本最大級の

国際協力イベント「グローバルフェスタ JAPAN2025」。当

会は昨年同様、新宿住友ビル三角広場の屋内ブースに出展

した。 

新宿中央公園での開催を予定していた屋外イベントは直

前になって中止が発表され、屋内会場およびオンライン会

場のみの開催となり、昨年よりも来場者数は少なかったよ

うだ。昨今の社会情勢の影響か、屋内会場は屈強な

警備員があちらこちらに配置され、これまでにはな

かった入場時の手荷物検査が実施されるなど、厳戒

態勢が敷かれた。出演したアイドルや俳優、お笑い

芸人らを目当てに来場する方は多数いたが、その後

ブースを見て回る方は多いとは言えず、公園などで

開催されていた頃のように国際協力に興味のない方

もふらっと立ち寄れるようなイベントではなくなっ

ている。 

 

ǔȐǔȐϽȒɑɶȸȠȭȹȳɨɶ 

 

当会はパネルの展示、マイティ・ネパールやレ

スキュー・ファンデーションで作られたフェアトレ

ード商品、ネパールの雑貨を販売した。マイティ・

ネパールの女性たちが作ったチョーカーが好評で、

例年同様ビーズコースターやフェルトのマグネット

も人気であった。今回もブースはとても狭かった

が、通路の広いエリアだったこともあり、昨年より

はボランティアの皆さんが動けるスペースを確保す

ることができた。 

ブースには活動に興味をもってくださる方が多

く訪れ、その度にボランティアの皆さんが活動紹介

や商品説明、10月 12日（日）に行われる講演会の

案内をしてくださった。チラシやビーズアクセサリ

ーを持って会場を巡り、宣伝してくださった方もい

た。前日の準備から当日の片づけまで、ご協力くだ

さったすべての皆さんに心より感謝申し上げる。 

 

ừ  

毎年、全国各地にお住まいの皆さまが、各イベ

ントでマイティ・ネパールのホスピスやレスキュ

ー・ファンデーションで作られた商品などを販売し

てくださっている。 
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 2024年 10月 26日（土）、27日（日）に広島市

立大学で行われた大学祭にて、学生の有志の皆さん

が委託販売にご協力くださった。有志の一人から次

のようなコメントをいただいている。「アクセサリ

ー・雑貨を通して、我々と同年代の大学生だけでな

く、小さい子からお年寄りの方まで幅広く興味を示

してもらえたことが良かったと振り返ってみて思い

ます。またインド・ネパールの少女たちの人身売

買・売春だけでなく、アメリカにも子供の人身売買

問題がある事実を訪れていただいたお客様から伺い

ました。今回の委託販売を経て、ラリグラス・ジャ

パンにとどまらないまた新たな国際問題への認知と

いう、販売者の我々にとっても非常に勉強になった

機会であったと感じています」。 

 

 

ⅎῬ⁸ ẎἶɵẎἶ ǵȏǍǠ 

 

武藤禎さんにはご夫婦で委託販売にご協力いた

だいている。2024年 11月 23日(土)、 東京カトリ

ック神学院で行われたザビエル祭に参加し、販売し

てくださった。来場者は 1千人くらいだったそう

で「去年も買いました」と言って、今回もまた購入

してくださった方もいらっしゃったという。刺繍ポ

ーチ、チベタンポーチ、トートバッグ、コースター

が人気だったとのこと。また、2025年 3月 23日

（日）には生活クラブ生協デポーでのフリーマーケ

ットにも参加。お店のスタッフやお客様は社会問題

への意識が高く、関心を持ってくださる方が多かっ

たという。2025年 6月 1日（日）、カトリック都

筑教会で行われたフリーマーケットにも参加され

た。ビーズ製品やマグネットが人気で、書籍を購入

してくださる方も多くいらっしゃったということ

だ。 

 

 

2025年 9月 27日（土）、28日（日）に共栄学

園中学高等学校にて行われた文化祭・共栄祭にて、

鈴木明子さんとボランティア部の皆さまが委託販売

にご協力くださった。ちょうどネパールでの暴動が

ニュースで大きく報じられていたこともあり、来場

者の方が応援してくださったようだ。熱心に話を聞

いてくださる方、一回帰られたのにまた戻ってきて

追加購入してくださる方もいらっしゃったという。 

毎年継続して委託販売をしてくださっている

が、例年よりもたくさんの商品を購入いただけたと

いうことだ。 

 

 
В ἶᶸʴἶ ἶ ǵ ӓ ǵȏǍǠ 

 

自分たちの作った商品が異国の地で売れるとい

うのは、作り手であるサバイバーの女性たちにとっ

て大きな自信となり、新たな商品づくりの励みとな

っている。委託販売にご協力いただいた皆さまに深

謝申し上げる。 
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ラリグラス・ジャパンでは、マイティ・ネパー

ルのホスピスで暮らす女性たちやレスキュー・ファ

ンデーションの女性たちが作ったフェアトレード商

品およびネパール雑貨を販売していただける方を募

集している。販売にご協力くださる方は、ぜひご連

絡いただきたい。 

 

˲≠ ᵳ ᶍᵩ ᵣ  ɛ
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≠ ᶍᵩ ᵣ ᶮᵺ 

       Ĉ 

ᶞᶊꞌᵷᵾḝᶼᶷḐḴᴻḑ ᶇ 

ḕḙᴻḳ ᶍ ֩ ᶧᶩ֪ 

       Ĉ 

 

       Ĉ 

ᶍᵳ ᶇᵳ  

       Ĉ 

½ ᶫ ᶩ ᶍᵳ  

 

øּל ᶣ ᶊᶃᵣᶅ 

 

לּ ᶎ ᶍᶹḡḻḐ ᶍּל ᶆᵩ ᵣᵶᶅ

ᵣᶝᵸּ֩ל ᵫᵩ ᵴᶝ ᶇ ᶮᶉᵣ ᶎᵳ

ᵮᵿᵴᵣ֪ G

 

ᴴ ᶊᵪᵪᶪ ᴲᵳ ᶍ ᶊᵪᵪᶪ

ᶎ ᵫ ᵣᵾᵶᶝᵸᵫᴲ ᶎ ᶊᵳ

ᵣᶝᵸ  G

 

ᶝᵾᵳ ᶍ ᶊᶎ ᶍḙḻḝḴḋḐᴲḧḓḙḕ

ḳᶱ ᵴᵺᶅᵣᵾᵿᵬᶝᵸ  G

 

ᶊᶡᵳ ᶉ ᵫᵳᵵᵣᶝᵶᵾᶨᵩ ᶊᵩ

ᵣ ᶮᵺᵮᵿᵴᵣ  G

 

ᵴᶝᶍᵳ ᴲ ᶧᶩᵩ ᶀᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

21 

 

ɵ˔ ɵ˗  

 

 

2024 ₴↓ Ҳ Ḹף  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



決算・予算・事業計画 

22 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

24 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

25 

 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

26 

 

 

 

 

 

 



決算・予算・事業計画 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



決算・予算・事業計画 

28 

 

202 5 ₴↓ ˗  

2025₴ 6 8  

 

１．海外事業活動  

 （１）マイティ・ネパール 

  ・フェアトレード・ビーズ製品の購入と技術指導  

  ・エンパワーメント支援 

  ・ホスピス、ヘタウダ施設運営支援 

 （２）レスキュー・ファンデーション 

  ・リカバリー・ケア・センター運営支援  

  ・EKATRA （エカトラ）プロジェクト支援 

 （３）ネパール障がい者女性協会（NDWS） 

  ・デイケアセンター運営支援  

 （４）スタディツアー実施 

・第 42回催行 

 （５）商品仕入れ 

   

２．国内活動 

 （１）広報活動 

  ・ホームページ運営 

  ・報告書・パンフレット印刷 

・SNSサイト運営 

・書籍販売 

・Facebook広報の活用 

（２）イベントの参加とフェアトレード商品の販売 

 ・グローバルフェスタ参加、ほか  

（３）委託販売 

（４）財政基盤の強化  

 ・会員・里親会員の継続会員のフォローと新規会員の拡大推進 

 ・寄付・募金活動の実施 

 ・助成金申請の積極推進 

（５）プロジェクト活動 

 ・ビーズ製品新デザインの検討 

 ・現地からの報告書などの文書翻訳（英文→和文）や（和文→英文）など 

（６）講演会・勉強会の開催 

・レスキュー・ファンデーション代表トリベニ･アチャルヤさんとサバイバー2名を招聘し、東京と四国

にて講演会を開催。 

・ラリグラス・ジャパンの活動や現地 NGO の現状、ネパール・インドの社会状況などについて理解し

てもらうことを目的とし、勉強会・講演会を開催。ZOOM を活用 

（７）会計ソフトの変更 

（８）認定法人申請 

 

以上 
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̝ᴣɵὫ̂ ɨȷɆ 

（敬称略） 

 

ₒ ₓ 

2024年10月から2025年9月の間に会員（継続も含む）になってくださった皆さまのお名前 

 

≪正会員≫ 

秋山佳子  石川重美   上原翔子  葛西幸子  門垣裕子  亀尾麻彩子  須賀香奈 

高橋国和  高橋奈美恵  高柳ユミ  長江さをり 中嶋野香  長谷川まり子 林亜紀子 武藤禎 

 

≪里親賛助会員≫ 

阿部真里子 石原正行  伊藤芳樹  宇田川江美 遠藤織枝  大河内朱里  奥井眞佐子 小野浩司 

笠原礼子  木村良枝  工藤節子  國森佳子  久保田明人 櫻井るり香  佐藤圭都  鈴木樹代子 

宗祥子   滝沢留美  瀧口修薫  土居裕見子 外岡ラズムシャズ     西部徹   西堀喜則 

野口みどり 林和夫   平井英津子 平野善之  松永一夫  松本良一   丸山竹士郎 宮田泰司 

元田智子  森谷里美 

 

≪一般賛助会員≫ 

秋山洋子  生田卍   伊東浩一  稲葉資郎  今村久美子 上野祥子  上原準   江口敏 

大黒やより 大野国貢  岡部陵佳  春日恵   加藤光子  金坂正博  川西久美子 木藤陽子 

木村達也  坂本淳子  下田伸子  白石みちよ 鈴木明子  野口恵里花 千葉幸子  西野章男 

橋本篤   長谷川隆三 藤城裕子  不破吉太郎 松岡静枝  松山眞理  水﨑朋子  三谷理 

三原公子  吉田茂   渡辺敦子 

 

≪学生会員≫ 

丸山茜  吉河万帆 

 

ₒ ╩⇔≡ↄ∞↕∫√ ↕╕ₓ 

（2024年10月～2025年9月） 

 

会津正子 アキモトアキコ 秋山洋子 阿守優美  生田卍    石原正行  イチカワミチヒロ  

伊藤芳樹  稲葉資郎  上田朋子  上野祥子  宇田川江美  江口敏  遠藤織枝   近江京子 

大河内朱理 大野国貢  岡部陵佳  岡本和久  小野寺一彦  小野寺みゆき   オリタミライ 

加古紗都子 笠井育子  笠井美智子 笠中美智子 カトウカナコ 加藤光子     カトリタイキ 

神谷学   川西久美子 川村三郎  キクチミキ 木藤陽子   キリュウノブヒサ    國森佳子 

久保田明人 久保田節子 桑田真由美 小手川弘子 小林のぶ江  齋藤幸一  坂谷内勝明 櫻井るり香 

佐藤圭都  白戸二花  シラトリマリ 杉山弘子  鈴木明子  関智美   早山冬子 大一電工（株） 

タカヤマカズオ     瀧本ひろみ 瀧口修薫   滝沢留美  田中裕美  田邊暢子  

ちいさいしゃしんから  地球愛祭り京都実行委員会 堤田芳和  手島綾   土居裕見子 ナガイエミコ 

長江さをり 永谷恭子  西部徹   西堀喜則   野口恵里香 能島一人  ハヤシショウヘイ 

平井英津子 平野善之  フジイゲンキ 藤繁唯可  藤森淑江  福田弥寿子 福原匡伸  別府浩一郎 

俣野美代子 松永一夫  松山眞理  マスダアリサ 丸山竹士郎 三谷理  ミツナミユキコ 三橋久子 

ミヤザキエイジ 宮澤聡 ミヤハラハルカ 向井伸夫 武藤禎   山口益美  山口泰正  

（有）フットフィール 吉河万帆 吉田茂 レストランブーケ藤原恵 渡辺美里  匿名 
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ₒⱲꜝfi♥▫▪≤⇔≡ ⌐ ⇔≡ↄ∞↕∫√ ↕╕ₓ 

（2024年10月～2025年9月） 

 

秋山佳子  石川重美  上原翔子  大野国貢  柿木喜久男  亀尾麻彩子   クシャ―ル・サッキャ  

久保田明人 須賀香奈  鈴木明子  手島綾   徳山明志    中嶋野香   長谷川まり子 

畠山    林亜紀子  氷室里   藤城裕子  丸山茜     武藤禎   武藤素子 

共栄学園中学高等学校ボランティア部の皆さま   

 

ₒ ⌐↔ ↄ∞↕∫√ ה ↕╕ₓ 

（2024年10月～2025年9月） 

 

株式会社泉町書房   株式会社風の旅行社   株式会社光文社  共栄学園中学校高等学校 

合同出版株式会社   倉田春香（NPO法人 Bonds of Heart ）    西念寺    佐藤圭司   

大一電工株式会社   手島綾         広島市立大学   Resham Firiri  

 

 

ₒ ה ₓ 

 

理事 

長谷川まり子    代表 

秋山佳子            ラリグラス・リポート担当 

石川重美            会計、会員名簿、ホームページ担当 

上原翔子             NDWS、各種補助金申請担当 

亀尾麻彩子        商品管理、イベント、ビーズプロジェクト担当 

須賀香奈             NDWS、里親会員、年間スケジュール管理担当 

中嶋野香            会計、渉外（infoメール）、各種補助金申請担当 

林亜紀子            里親会員、翻訳チーム、各種補助金申請、NDWS担当 

 

監事                門垣裕子      武藤禎 

 

会計監査        門垣裕子 

 

顧問                朏博一（税理士） 

 

評議員            高橋国和      三谷理 
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ȷȽɅȡɂȠɶ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ♩כⱳ꜠כ▪♠▫♦♃☻

大野国 貢 

 

 

 

8 17  

 今年のスタディツアーのフル日程参加人数は、昨

年のなんと 2倍を達成！つまりは２人。と言うこと

で、もう一人の参加者である金坂さんと羽田空港で

集合。ツアーのオンライン説明会にて会話はしてい

たもののリアル対面は初めてとなるが、無事に合流

することができてタイ航空のチェックイン。ここで

ちょっとしたトラブル発生。自動チェックイン機で、

私はカトマンズまでのチケットが発券されたが、金

坂さんの方はバンコックまでのチケットしか出てこ

ない。まぁ、カウンターに行けば何とかなるという

ことで荷物預けの行列に並び順番を待つ。カウンタ

ーで予約を確認してもらい、無事に金坂さんのカト

マンズ行きチケットは発券され、荷物もカトマンズ

までスルーとなることを確認し、いざ、旅の空へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 18  

 カトマンズに着き、空港の建物を出たところで、

通訳兼コーディネーターのラジェンドラさん（以下、

ラジャさん）の出迎えを受ける。まり子さんはタイ

航空利用ではなくネパール航空利用のため、カトマ

ンズに到着するまでもうしばらく時間がかかる。そ

のため、我々二人はラジャさんの案内で、空港のす

ぐ近くにあるヒンズー教寺院パシュパティナートで

しばし観光。昔と比べきれいに整備されており、ま

た、外国人観光客よりネパール人観光客が圧倒的に

多くなっている。一通り見て回った後、まり子さん

の乗る飛行機の到着時刻を見計らって空港へ戻る。

例年であればホテルに行く前にマイティ本部に立ち

寄るのだが、この日はすでに夕刻になっていたので

ホテルに直行し、旅の疲れを落とすために早めに就

寝。 

 

 

8 19  

 この日は今回のスタディツアーに現地にて部分参

加する吉河さんと合流。朝食を食べた後マイティ本

部に向かう。ここでの最重要ミッションは子供たち

に配るお菓子のパッキング作業。いつものように何

人かの女の子たちが手伝いに来てくれる。そのうち

の 4 人の女の子は仲良しグループのようなのだが、

これまで会ったことのないタイプ。パッキングが終

わった後、マイティ代表のアヌラダさんからその子

たちについての驚くべき情報を聞かされることに。

日本でいえば中学生くらいの年齢の彼女たちは人身

売買等の被害者ではなく、暴力事件を起こして警察

に保護された「非行少女」であるとのこと。しかも、

その暴力事件の相手方は、彼女らの「客」となって

いた男性の妻だったというのだ。彼女らには親もい

て、学校にも通っているらしいのだが、カトマンズ

市内の一角で客を取っていたということらしい。言

ってみれば新宿のトー横に集まる子供たちのような

もの（実際、その子たちは学校は違うもののそこで

 

 

 

 ◆参加者◆    大野国 貢            東京         社会人 

              金坂 正博            東京         社会人 

              吉河 万帆            東京         大学生 

 

◆同行スタッフ◆     長谷川まり子       ラリグラス・ジャパン  代表 
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知り合ったらしい）。う～ん・・・ネパールでもこ

のような社会現象が起きていたとは・・・。これは

経済的な理由ではなく、ある程度暮らしが豊かにな

ったことで発生した新たな社会問題ではないか。こ

れまでとは異なる問題には、当然、これまでとは異

なるアプローチが必要になる。困ったものだ。日本

だって時 「々トー横一斉補導」とかしているけれど、

そうした子供たちは次々と生まれ続けている。 

マイティ本部での見学とお菓子配りとを終えた

後、ホスピスへ移動。ビーズ製品の検品をして、週

末のピクニック計画の打ち合わせを行う予定が、思

わぬ情報に遭遇して頭を悩ませることになってしま

った。なんとピクニックの予定日である 23日に、ホ

スピス近くにある寺院のお祭りがある関係で、近隣

は車両通行止めになってしまうとのこと。すなわち

その日はホスピスメンバーの移動が不可能と言うこ

とになってしまう。いろいろと検討した結果、23日

のピクニックは実行不可能であり、翌 24 日にホス

ピスにケータリングサービスを呼んでパーティーで

盛り上がろうということに決定。しかし残念なこと

に、その日は平日に当たってしまう。そのため、以

前はホスピスで暮らしていて、現在はマイティ本部

の寮で暮らしている子供たちや、すでに学校を卒業

して働き始めたメンバーたちは参加することができ

ないのだ。残念ではあるが他の選択肢はないので、

そのように予定を変更することで決定。今回の教訓

は「祭りの日程は太陽暦では毎年日付が変わってし

まうので十分気をつけろ」と言うこと。この先、忘

れないように気をつけねば。 

 

 

8 20  

 この日はタライ平原にある都市ヘタウダへの移動

日。ヘタウダへ向かう道は去年の移動時間記録をさ

らに上回って、実質３時間半で到着できるまで良く

なっていた。ヘタウダのプリベンション・キャンプ

には、今年の研修生たちが勢揃い。屋上ではビュー

ティーパーラートレーニングの一環か、髪の毛をカ

ットしている子たちもいる。昨年キャンプに参加し

ていた卒業生の顔もちらほら見える。今年の研修生

たちは去年までより豊かになってきているのか、全

員がスマホを持っているとのこと。ネパールの山村

も、もうそんな時代か。 

 ヘタウダのホテルでは翌日のピクニックでの出し

物に備えて、ホテルスタッフを相手に手品を披露。

ここで金坂さんの意外な才能が明らかに。「タネの

ない」トランプを使ったカードマジックの手さばき

が半端なくすごい。セミプロ級。私やまり子さんは

「タネのある」カードマジックしかできないけれど、

金坂さんは相手にすべてのカードを渡しても大丈夫。

ホテルのスタッフも、どうしていつの間にカードが

変わったりしているのか全く分からない。これはす

ごい。 

 

 

 

8 21  

 今年もこれまでと同じヘタウダ近郊にあるリゾー

ト公園でのピクニック。ホテルを出発する前に、私

とラジャさんはミツコとラジャコに変身。しかしで

すよ、まり子さんは金坂さんに対して女装を求めな

いですと。約束が違う！（そんな約束ないって!?）

いいわ、私とラジャコとでみんなを虜にしてやる。

さて、公園につくとミツコとラジャコはそんなに驚

かれることもなくすんなり女の子たちの輪の中に。

驚かないのはやはりこれまでの先輩方からその存在

を聞かされていたからか。早速彼女たちの手持ちの

スマホで一緒に写真撮影。もうすっかりこの地方一

帯のアイドルね。アイドルミツコと呼んでね！ 

 一方、女の子たちは若い男子である金坂さんには

話しかけにくそう。ふふ、昭和のアイドルみたいに

ファンとの間に距離があってはダメよ。令和のアイ

ドルはもっと親しみやすいのよ。後でファンサのし

かた教えてあげる！ 

さて、公園内ではいつものように散策をして、観

覧車やバイキング船に乗った後はアトラクションコ

ーナーへ移動。去年よりもさらに遊具の数が増えて

いた。全部を楽しむのは無理なので、昨年同様ジッ

プラインと自転車綱渡りを堪能。 

 昼食を食べ、その後は例によってマジックショー。

金坂さんのセミプロ級演技を前に、私とまり子さん
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は、「前座」扱いかも。それでも、手品を生で見る

のははじめてと言う純朴な彼女たちは、結構驚いて

くれる。続いて真打の金坂さん登場。鮮やかな手さ

ばきで披露されるカードマジックの数々。これには

女の子たちだけでなくスタッフの大人たちも驚愕。

う～む、仕方がない。金坂さんの実力はアイドルに

なるにはまだまだだけど、マジシャンとしては認め

てあげるわ。 

 

8 22  

 カトマンズに向けて移動する前に、プリベンショ

ン・キャンプに立ち寄り前日のピクニックの感想を

聞く。ピクニックと手品で緊張がゆるんだのか、女

の子たちから金坂さんへの質問や手品の感想が出て

くるようになってきた。まじめに回答する金坂さん

にファンサレッスンするために、私は女の子たちの

座る方に移動して、ネパール語で質問「あなたに恋

人はいますか？」。女の子たちの笑いを取ることに

成功！ この質問に対する金坂さんの回答は、あえ

て秘す。 

 ヘタウダを後にしてカトマンズへ移動する帰りの

道も極めてスムース。そして、当初予定ではカトマ

ンズについた後はフリータイムとなるところ、ホス

ピスピクニックの予定が 24 日(日)にずれたことか

ら、本来 24日に予定されていた NDWS訪問に切り替

え。NDWSのデイケア施設では、昨年来続いていたリ

ハビリ施設の整備が進んでおり、様々なリハビリ機

器が据え付けられていた。ショートステイ用の宿泊

施設も出来上がっており、いよいよ運用に向けて詳

細を詰めていくことになる。今後の動きに注目。こ

の日は関係者が集まってのパーティーも開催され、

我々の昼食もご相伴にあずかることになった。食事

のお礼に急遽、パーティー会場でも手品を披露する

ことになった。ヘタウダの時と同様、まり子さんと

私は前座と言うことで、その後に金坂さんのカード

マジック炸裂。集まっていた大の大人もどのように

カードが変わっているのかわからず？？？？の反応

でした。 

 

8 23  

 当初予定のピクニックが延期されたことで、この

日はカトマンズ市内観光と、日本のイベントで販売

するビ品物の仕入れに充てることになった。ボダナ

ートとスワヤンブナートと言う、カトマンズ観光と

してはお約束の仏教寺院（仏塔）を訪問。休日と言

うこともありどちらもネパール人観光客の方が外国

人観光客より多く見受けられた。信仰に基づく参拝

ではなく、あくまで観光と言う感じ。国内観光が盛

んになるくらい、市民生活が豊かになったというこ

とか。ホテルに戻った後は仕入れタイム。昨年訪問

した卸商のビルに向かうが、なんと閉まっている！ 

 観光客向けの土産物屋は休日に関係なく店を開い

ているところ、卸商はあくまでも B to B の会社組

織と言うことで土曜は休業日。この日の教訓は「ビ

ジネス相手なら営業日に気をつけろ」と言うことか。

この先、忘れないように気をつけねば。 

 

8 24  

日曜日はネパールでは平日と言うことで、ホスピ

ス卒業生を誘ってのピクニックとはいかなくなり、

その代わりとして今年は室内でのパーティーと言う

ことになった。バス移動がないことで、外出の楽し

みはなくなったものの、逆に外に出るのが難しいメ

ンバーにとってはメリットとなり、ピクニックであ

れば居残りとなるスタッフも含めた全員がパーティ

ーを楽しむことができる。室内であれば天気の心配

もないので、これはこれでよいかもしれない。ツア

ー部分参加の吉河さんは当初予定の NDWS訪問はか

なわなかったけれど、ホスピスメンバーとの交流は

密になったのではないかと思う。それに何よりアイ

ドルミツコに会えたことは得難い体験だったことで

しょう。 

 パーティー終了後はホテル近くの卸商での商品仕

入れに再チャレンジ。無事に必要な数の商品を仕入

れることができ任務完了。 

 

8 25  

 ツアー最終日は移動のみ。カトマンズに残るまり

子さんとは空港入り口で別れてチェックインカウン

ターに並ぶ。いざチェックインと言うところで再び

トラブル。初日の羽田と同様、金坂さんのチケット

はバンコックまでの取り扱い。係員からは「このカ

ウンターでは手続きできないので別なカウンターへ

行け」との指示。指示の通り別なカウンターで羽田

までの予約の確認と発券、預入荷物がスルーで羽田

まで届く手配もでき、無事に帰国の空へ。まぁ、ア

クシデントは旅のスパイス。この程度のトラブルは

心配するより経験して学び、いっそ楽しんでしまう

のがスタディツアー！ 
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כ▪♠▫♦♃☻  

金坂 正博 

 

 

 

スタディツアーに参加して心から良かったと思

う。保護されている方たちの存在とその背景を現地

に行って実感することができた。たくさんの人との

出会い、たくさんの初体験、本当に自分の中で世界

が広がった。 

 

初日はマイティ・ネパールの本部を訪問し、アヌ

ラダさんにお会いした。年齢に反してかなりアグレ

ッシブ。ネパール語は理解できなかったがとても熱

意を感じた。 

途中で女の子が 6 人ほどやって来た。子どもだ。

見た目からして幼い。後でわかったことだが、この

子たちはすでに売春経験がある。売春相手の嫁と石

を投げて喧嘩していたところを保護されたらしい。

その経緯もまた異常だ。で、とにかく幼い。目つき

に表れている子もいたが、どう見ても子どもだ。テ

レサ・アカデミーではどこもかしこも子どもだらけ。

そしてその多くの子に何かしらの問題がある。すご

いな、見た目はただの子どもなのに。 

 

山の中に家が点在している。ヘタウダへ向かう道

中、「ここでどうやって生活していくんだ？」「この

人はここで何をしているんだ？」「こんなとこ歩いて

どこへ向かうんだ？」と何度も思った。この長くう

ねった山道を荷物背負って歩いている人がいる。履

いている薄っぺらいサンダルは裸足に等しい。腰を

深く曲げて背中に大きな荷物を背負って子どもを 2

人連れていた。 

 

プリベンション・キャンプを訪問した。女の子た

ち（16歳〜22歳）に質問したところ、どの家庭も母

親が一番仕事をしており、パワーバランスは父親が

トップと答えていた。好きな食べ物は肉。なぜなら

普段肉なんて食べられないから。お菓子も食べない。

ジュースも飲まない。さらに衝撃を受けたのは、ス

ポーツをしないということだ。まず道具がない。買

うお金もないし、そもそも走るくらいなら仕事をし

ろと言われる。 

後日、プリベンション・キャンプのメンバーでピ

クニックへ出かけた。この日は肉料理やジュースな

どのご馳走が食べられる。その特別な日を楽しむみ

んなを見てなんだか嬉しくなった。私は女の子たち

とあまりコミュニケーションをとれなかったし、ひ

っそりとついていくだけだった。それでも椅子を差

し出してくれたり、ヘルメットがうまくかぶれない

ときに手を貸してくれるなど、とても気を遣うその

性格を実感した。カードマジックをした際、口元を

手で覆い静かに驚いていた、彼女の表情を今でも覚

えている。トランプの色に関して「青と言えば何を

思いつきますか？」という質問をしたが、”海”と

答えた人がいなかったのは驚いた。海というものを

見たことない子がいる。絵を描かせるとみんな 山・

川・木 を描く。 

すごいな。ピクニックが人生初、ケータリングが

人生初、遊園地が人生初、噴水が人生初、マジック

が人生初、肉もお菓子も滅多に食べないという日本

では考えられない状況。それゆえ、飴が出てくる子

ども向けのマジックでとても喜ぶ。日本の JK が飴

で喜ぶのか？ 

 

ホスピスでケータリングの料理を食べた。「スプ

ライトをお酒だと思って…」スプライトを知らない

からだ。この方は元々重度の統合失調症で、以前は

ご飯を食べずに牛の糞を食べていた。黄色いクルタ

を着た耳が聞こえず喋ることのできない方、この方

はレイプされ妊娠した。喋られないことを利用され

たんだ。また、ある人は売春宿で暴力を振るわれた

結果今でも歩けない。耳を疑うような事実が次から

次へと出てくる。ホスピスに限らず、実際に足を運

び事実を知りそのような過去のある方たちと対面す

る、それができたスタディツアーへの参加は本当に
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良かった。 

 

実地調査の一環としてナイトクラブへ行った。接

客してくれたこの女の子は西ネパール出身。カトマ

ンズにあるこの店で働き始めてまだ 2ヶ月。友達の

誘いでやり始めたと言っていた。表情からは嫌々や

っている感じで、酒も全然要求しないし頼んでもほ

とんど口をつけていなかった。 

・友達に誘われたと言うが、本当は何かあったはず 

・まだ新人だからこの様子だが、これからどんどん

仕事に馴染んでいく 

と、まり子さんは言っていた。 

 

ラジャさん（本ツアーのコーディネーター）が勤

める日本語学校を訪問した。日本へ行く予定の女の

子が、綺麗な衣装を着てみんなの前でダンスを披露

した。そういえばナイトクラブの女の子も同じ年齢

だった。一方は希望を持ち日本へ、うまくいけばお

金を稼いで幸せになるのかもしれない。他方ナイト

クラブの子はこれからどんどんその仕事に染まって

いき、客に酒や金をせびるようになるのか。このコ

ントラストに胸が熱くなった（どういう生き方が幸

せなのかを自分の尺度で判断するのは良くないが）。 

 

王宮通り、ここは日本でいう銀座のような場所で

高級店が立ち並ぶ。最後の夕食はそこにあるインド

料理屋で食事をした。 

あぁ、違う。私が今まで見てきたあの山奥の子ど

もたちと、今店内にいる客たち。みんなお金を持っ

ていそう。ある家族がハッピーバースデートゥーユ

ーしていた。ヘタウダにいたような子どもたちはケ

ーキなんて到底望めるものではない。一方お金のあ

る親とその子どもがこの高級店に来てこうしてケー

キを食べる。 

その家族には、ズボンを下ろしてすぐパンツ一丁

になりたがる男の子がいた。さっきこの店へ歩いて

向かう道中、小さな男の子がボロボロの服を着て一

人で物乞いをしていた。同じ空の下、同じ国、こん

な近距離でこういうことが起きている現実。地面に

座り込んで幼いながらも一人で物乞いをする子ども

になるのか、ふかふかの椅子で家族と一緒にケーキ

を囲む子どもになるのか、それを選ぶ術は子どもた

ちにはない。 

 

本スタディツアーは、（ボランティア活動という

面のみならず）”旅行”という面でも楽しむことが

できた。目に映るものすべてが新鮮。普段見ない街

並み、普段見ない服を着た見ない顔立ちの人々、野

良犬、火葬される遺体、両足のない物乞い、衛生面

最悪な床屋（それでもされるがままに髪を切られる

大野国さんが面白かった）。まさに私が求めていた刺

激。電話がひっきりなしにかかってくる、職務怠慢

なタクシードライバーで大笑いしたのもネパールを

感じさせる良い思い出だ。世界遺産にも行き、一日

一日がとても濃い。そのすべてを書こうとすると文

章量が膨大になってしまう。 

また、毎日の食事はとても充実したものだった。

ネパールでの食事はおかわりが当たり前（店員側か

ら無料で追加の提案をしてくる）なので毎回が満腹。

本場のカレーはスパイスと旨みが強く、正直日本の

それは別物であるように感じる。日本のインド料理

屋で提供されるナンが甘すぎることにも気づいた。

初耳な食べ物ばかりで名前を覚えられていないが、

まり子さんが提案してくれた料理や、ラジャさん宅

で食べたネワール民族の料理もどれも本当に美味し

かった。 

 

ところが、6 日目の夜あたりから気分が落ち込ん

できた。終わりが近づいているからだ。ホテルのス

タッフにもマジックを見せたが、正直帰国と別れで

憂鬱すぎて「べつに面白くないどうせ成功するしマ

ジックとかどうでもいい」という気持ちにそのとき

はなっていた。 

行動を共にしてきたメンバーだけではない。コン

セントが挿さらず苦戦していたときにサポートして

くれたホテルのスタッフ、わがままを言ったらわざ

わざ綺麗なトイレを案内してくれたドライバ

ー、”You are my son.”と言ってくれたプリベン

ション・キャンプの代表、教室に入った瞬間ハグし

てきた女の子や同じ空間を共にした子どもたち、そ

の他施設で出会った人たちともお別れ。 

帰りの飛行機には出稼ぎの人（1年以上滞在する）

が多い。空港で見かけたあの泣いている女の子も誰

かとの別れを惜しんでいるのか…そんなことを勝手

に想像しながら、今の自分の気持ちを無理やり重ね

て出国手続きをした。そうやって共感を欲するほど

帰国は辛いものだった。 

 

改めて、ラリグラス・ジャパンのスタディツアー

で、大変有意義な時間を過ごしました。本ツアーの

手配および現地での案内をしてくださったメンバー

の皆様に心より感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 
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吉河万帆 

 

 

 

 スタディツアーに同行したのは 2日間だけであっ

たが、ラリグラス・ジャパンのアテンドで、マイテ

ィ・ネパールの本部、テレサ・アカデミー、ホスピ

スに訪問できて、様々な得難い学びを得ることがで

きた。また、ラリグラス・ジャパンのつてで、後日

Nepal Disabled Women Society (NDWS)にも訪問す

ることが出来た。 

 スタディツアーに参加する中で、特に 3つの場面

が印象に残っている。 

1 つ目は、テレサ・アカデミーでお菓子パッキン

グを一緒にした、一見ごく普通の女の子たちが、話

によると売春をしていて保護された経緯があると聞

いた場面である。10代ぐらいで、私よりも年下に見

えたが、お金を得るために売春をしないといけなか

ったのかもしれないと思うと、いたたまれない気持

ちになった。 

2 つ目は、テレサ・アカデミーの多くの子どもた

ちは、お菓子を配ると笑顔で受け取ってくれたが、

つい最近マイティ・ネパールに保護された女の子た

ちは、お菓子を配っても笑顔にならず、暗い表情を

していたことである。性被害は“魂の殺人”とも言

われるが、性被害によって受けた、女の子たちの心

の傷を目の当たりにした気がした。マイティ・ネパ

ールで過ごし、きれいな建造物や庭園、スタッフの

適切なサポート、安心できる周りの人々に接する中

で、傷がきっと癒えてほしいと感じた。長谷川代表

や大野国さんは、現地に 30年近く、毎年訪れ続けて

いるとのことだが、一度きりの訪問ではなく、継続

的に訪問し現況を捉え続けることで、保護された女

の子たちの回復を確認することができるため、現地

とつながり続けることの重要性を感じた。長谷川代

表は、ラリグラス・ジャパンがマイティ・ネパール

に支援したお金の使い道を確認し、保護された女性

や少女たちにきちんと支援が届けられるようにして

いると話していたが、このように、支援先の団体の

内情を出来る限り正確に見る目を持ち、使命感や勇

気をもって関わることが大事だと学んだ。 

3 つ目は、マイティ・ネパールのホスピスで、保

護されている女性たちと、ビーズ作品のチェック、

食事、マジックショー、ダンス、たわいもないコミ

ュニケーションを通して、楽しい時間を過ごしたこ

とである。あまり表情の変化が見られない女性もい

たものの、何人かの女性たちは、私と手をとったり、

笑いあったりしてくれて、嬉しく感じた。ホスピス

で保護されている女性たちは、HIV や精神疾患の治

療を受けているが、外に出かけることも難しいなど、

深刻な心身の傷を抱えているため、ホスピスで何年、

何十年と保護されなければならない状況にある。性

被害がなければ、もっと違った豊かな人生が送れた

のではないかと、彼女たちをこのような目に遭わせ

た加害者を恨めしく思った。マイティ本部でアヌラ

ダさんが、ネパール国内での人身売買が増えている

と話していたが、被害者を増やさないためにも、地

域の学校やコミュニティで啓発活動をする必要性を

より強く実感できた。また、フォレンジック看護学

（法看護学）に興味がある私としては、加害者を減

らすために、性加害の証拠を集め、保存し、警察な

どと連携して起訴などの法的措置につなげる仕組み

について、理解を深めていきたいと思った。 

 Nepal Disabled Women Society (NDWS)に訪問し

たことで、ネパールでの障がい者支援についても、

理解を深めることが出来た。コーディネーターによ

ると、Godawariに住む障がい者を主に支援している

とのことだったが、私は Okhaldhungaに行く機会が

あるので、他に障がい者・障がい児を支援している

団体がないか、ぜひ調べたいと思った。 

 他のスタディツアー参加者は、YouTubeを見て興

味を持ったことが本スタディツアーに参加したきっ

かけだと話していた。より多くの人に、人身売買の

問題について知ってもらうために、私は現在所属し

ている、性被害へのケアについて専門的に取り組ん

でいるフォレンジック看護学会などで、他の会員に

マイティ・ネパールやラリグラス・ジャパンの活動

についていつか話せたら良いなと感じている。 

最後に、スタディツアーで得た貴重な学びを糧に、

少しでも性暴力や人身売買の被害に遭った人々の助

けになることができるように、今後も出来ることを

行い続けていきたい。 
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 4 2 ᶥ ɧɨȮɧȷẃǵȷȽɅȡɂȠɶɵȷȯȶɣɶɩ 

 

日 時 スケジュール 宿泊／食事 

8／18(月)     0:20 

12:25 

13:30 

18:00 

羽田空港発（TG661） バンコク乗り継ぎ（TG319） 

カトマンズ着  

パシュパティナート観光後、ホテルチェックイン 

夕食 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ泊 

(HOLY 

HIMALAYA)  

8／19(火)     8:00 

10:00 

 

 

13:00 

14:30 

18:30 

朝食  

マイティ・ネパール本部訪問 

保護施設・職業訓練施設・テレサ・アカデミーを見学 

テレサ・アカデミーの女の子たちとお菓子パッキングと配布 

昼食 

ホスピス訪問（ビーズ指導） 

夕食 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ泊 

(HOLY 

HIMALAYA)  

8／20(水)     7:30 

8:00 

12:00 

13:00 

16:00 

18:00 

朝食 

ホテル出発、チャーター車でヘタウダへ移動（約 4時間） 

ヘタウダ到着、ホテルチェックイン後昼食 

プリベンョン・キャンプ訪問、施設見学および入所者に挨拶 

ホテル帰着後、フリータイム 

夕食 

ﾍﾀｳﾀﾞ泊 

(HOTEL 

SAMANA)  

8／21(木)     8:00 

9:00 

 

18:00 

朝食 

プリベンョン・キャンプ入所者との交流プログラム 

※ピクニックへ出かけ、ダンスや手品で盛り上がります。 

夕食 

ﾍﾀｳﾀﾞ泊 

(HOTEL 

SAMANA)  

8／22(金)     7:00 

8:00 

12:00 

 

18:00 

21:00 

朝食 

カトマンズに向けて出発（約 4時間） 

NDWSネパール障害者女性協会・デイケアセンター 

理学療法センター開所式に出席。子どもや父兄会メンバーと交流。 

夕食(ネワール民族家庭を訪問し、お祭り料理をいただきます)  

ダンスバー見学 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ泊 

(HOLY 

HIMALAYA)  

8／23(土)     8:00 

10:00 

15:00 

18:00 

朝食 

ボダナート観光、昼食、スワヤンブナート観光 

フリーマーケット商品の仕入れ 

夕食 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ泊 

(HOLY 

HIMALAYA)  

8／24(日)     8:00 

10:00 

12:00 

18:00 

朝食  

マイティ本部訪問  

ホスピスでピクニック、マジックショーを披露 

夕食 

ｶﾄﾏﾝｽﾞ泊 

(HOLY 

HIMALAYA) 

8／25(月)     8:00 

10:30 

13:30 

18:15 

22:45 

朝食  

ホテルチェックアウト後、空港へ 

ネパール・トリブヴァン空港発（TG320） 

バンコク着  

バンコク発（TG682） 

機中泊   

8／26(火)     6:55 羽田空港着(＋1日)  
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※本誌記事および画像の無断転用を禁じます。 

 

 

 


